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固有石油産業とメキシコ資本主義発展

草野昭

I はじめに

ブルジョア民主々議革命の洗礼を受けたメキシコで，逸早く石油産業の固有

化が達成されたのは偶然ではない。メキシコ草命を経ずして石油固有化はなか

ったであろうし，また革命と国有化を経なければ， メキジノコ資本主義は全〈異

った道をたどョたであろう。本稿で私が課題とするのは，この固有石油業史を

他ならぬメキヅコ資本主義発展の中に位置づけ，再整理するこ正である。即ち，

資本主義発展，脅し、かえれば総資本の蓄積という観点から見ることによっての

み，固有石油業の意義を理解することができ，同時に国家資本の独自の機能も

理解できると考えるからである。

また， ことで対象とするのは固有化後の約20年間，つまり 1950年代末までで

ある。 というのは， メキシコ資本主義は50年代には独占段階に移行し円当然

のことながら蓄積様式の変化に応じて，国家資本部門たる石油業の機能も変化

してい〈はずである。従って，全般的な資本蓄積の低位ゆえに，国家資本が前

面に出て総資本の蓄積を主導する関係は，国有化後の20年間にこそ明確な姿を

とって表れると考えるからである。またζ こでは，課題を鮮明にするため， も

っぱら資本主義的工業化との関連に限冠して展開し，農業についてはほとんど

捨象している。

なお，本稿で私が主として依拠した文献は，この分野における古典とも言う

べき， ]. R. Powellの TheMexican Pet roleun包 Industry1938-1950 (1955 

1) ζの点に関しては次を参照されたい。E.Semo. Histoロamex官 'anaE印刷用iay lucha de 
。la5'es，ユ978，p. 132 



56 (280) 第 128巻第6・6号

年〕とA. J. Bermudez の TheMexican National Petroleum Industry 

(1963年〕の 2書である。前者は明らかに，国家資本を私的資本と同一次元で

論じ，経営体として否定的評価を与えているものである。また後者の著者は，

1947-1958年の間 PEMEX(国営石油会社)の総裁を務めた人物であるが，民

族主義の立場から，おおむね肯定的筆致で PEMEXの記録を綴り，評価して

いる。そして，これら両者は， PEMEXに対するプノレゾョア的評価の言わば

両翼をなすものと，位置付けることができょう。

それでは，国有石油産業の前史たる固有化の展開過程を見ることから始めて

し、きたし、u

II 固有化過程の展開

世界資本主義が帝圃主義段階への移行を完了しつつある頃，メキシコにおい

てはディアス独裁政権(1877-1911年〕の下で，上からの資本主義化の道が急

速に掃雪清められていった。それは，寡頭地主勢力・大商人・外国資本の利害

にそった極めて反動的な万途であった。このディアス政権の性格を端的に表現

するものこそ，その土地・資源政策である。 1883年の拓殖法はp 測量会社を通

じて原住民村落や農民からの土地収奪(=原蓄っと土地集中を促進した。 1910

年までにJ 農村住民の80%は土地を収奪されたと言われ目， その多くはアシエ

ンダ (hacienda)制下のベオン (pe6n)に転化し円一部は都市工業，鉱山業，

商業，運輸業等に流れた。他方， 1884年の鉱山法によりメキシコ法の伝統は破

られ，地下資源の所有権は地表所有者に帰属することになった。かく℃メキシ

コはこの期，外国資本と鉄道建設をてこに農鉱輸出経済を強化し，一定の工業

化を経験することになる。

ただし，本稿で問題とする石油部門への外資導入とその開発は， 19世紀末か

ら今世紀初頭にかけての各種内燃機関の発明・普及による，石炭から石油への

め R. Vernon， The Dilemma of Mexたが，D尻 -elo戸nent.1963， p. 49. 
3) 近年の実証研究により，アジエンダとペオンの詳しい類別がなされてきている。これについて
は次を参照されたい。 Semo，o.悼 c-i.t.， p. 70-87 
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燃料転換という事態を待たなければな

らなかった。この燃料転換が第1次大

戦によって，いっそう促進されたこと

は周知のことである。 1901牛の石油法

制定はかかる趨勢への対応であり，こ

れによって石油資本は，-b油の輸出，

機械・材料白輸入りみか段資すら課税

を免がれたのである。かくて同年，米

ドヘニー資本による最初の石油開発が

成功を見て以来，第1表に示す如く，

メキシコの石油生産は破竹の勢いで仲

びていく。そして生産量が頂点に達し

た1921年には，生産で合衆国に次いで

世界第2位，輸出では第1位を記録す

るに至ったのであるヘ

ところで，かかる未曽有の石油増産

の直接的推進力となったものこそ，米

系および英蘭系の石油資本相互の激烈

な石油開発競争であった。即ち， ドへ

第1表 メキシコの原油生産
(1日あたりの平均〕

年 iバレ 1レ| 年

1901 27 1920 429，150 

1902 110 1921 529，858 

1903 205 1922 499，393 

1904 344 1923 409，823 

1905 688 1924 381，634 

1906 1，375 1925 316，480 

1907 2，753 1926 247，735 

1908 10，746 1927 175，674 

1909 7，436 1928 137，025 

1910 9，956 1929 122，433 

1911 34，392 1930 108，322 

1912 45，241 1931 90，518 

1913 70，400 1932 89，631 

1914 71，877 1933 93，154 

1915 90，167 1934 104，581 

1916 110，078 1935 110.249 

1917 151，488 1936 112，口98

1918 174，871 1937 128，513 

1919 238，557 1938 105，431 

〔出所A. J. B~rmúdez， The Mむ lcan

National Petrol.叫刑 lndustry，1963， 
p. 222， Table IV-8 

ニー資本が開発に成功するや間もなく，イギリスのピアソン商会も開発に乗り

だしメキシコはここに空前の石油ラッシュを迎れたのである。そして1912年

にはロイヤノレ・ダッチ・シェルがi輩出L.， ピアソン系の事業を吸収・併合して

いくよとになる。

だがしかし，後のメキシコ石油業の急速な衰退も， ζの開発競争と乱掘が招

いた当然の結果であった。そして衰退の局面に向うと同時に，メキシコ石油業

に独占支配体制が確立していくことになる。 1926年には， ドへニー資本の吸収

4) H.O'Co町三or，World Crisis in Oil， 1962. p. 110 
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によって進出したスタンダード・インディアナとロイヤル・グッチ聞で，開発

と市場の地域分割協定が締結される。また1933年には，二えタンダード・ヱュー

ジャージーを筆頭とする米系 3社とロイヤノレ・ダッチによる市場分割協定も結

ばれるに至った。か〈て国有化前のメキシコ石油業においては，英蘭資本と米

資本による独占体制は揺ぎなく. 1936年にはニュージャー νーとロイヤル・グ

ッチ両資本が全生是正の70%を支配していたのであるヘ

ところでかかる石油資本の進出と石油開発は，一見1910年に勃発したメキ γ

=草命と全く無関係に進行したかに見える。たしかに内陸部を中心とした戦乱

が，油田地帯の湾岸部に及ぶことはほとんどなかった。だがフ勺しジョア民主々

義革命は，革命政権による石油資本規制という方向に向った。メキシつ革命の

最大の意義は，ディアス休制による反動的な資本主義り道に対L 農民および

中小工業フツレジョアジーの利害にそった革命的な資本主義の道が提起されたこ

とにある。それは，土地と資源の国家による本源的所有を規定した第27条と，

労働権を規定した第 123条を最重要条項とする. 17年憲法に端的に表現されて

いる。結論的に言えば，メキシコ革命によって，資本主義的進化の草命的な道

と反動的な道との両者の対抗関係が構造化した， と言えるのである。

革命政権による本格的な右油資本規制は，カランヴナ政権 (1914-1920年〉に

よる輸出税の賦課および石油会社の登録であった。それは，第 1次大戦による

石油生産と輸出の急増への対抗措置であった。これに対L石油資本は，規制が

さらに強化される前に石油を掘り尽そうとして，既存の泊井および周辺地域で

の乱掘を促進し，先に見たような石油生産の急増を現出した訳である。国境地

帯と沿岸地帯での，外国人による土地と水の直接的領有を禁止した憲法27条の

規定が，石油資本に大いなる危機感を与えたであろうことは怨像に難くなし、。

だが，最終的に石油会社の収用にまで至るメキシユ民族の闘いは，世界恐慌

後の政治的・経済的危機を契機としたメキシコ革命の言わば第2段階において

であった。輸出経済を直撃した世界恐慌は，メキ、/ヨ民放に新たな歴史選訳を

5) ]. R. Pow用ll，The Mexican Petroleum Industry 1938-1950， 1956， p_ 2.9 
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迫った。 1931年に連邦労働法をかちとった労働者階級は，農民とともに1933年

にメキ V コ労農総同盟 (CGOCM) を新たに組織し，労働運動の保守的潮流と

挟を分かった。そしてかかる動向を背景として，同年12月の国民革命党 (PNR，

1929年創立〕大会で，労働運動の強化，土地改革の徹底，経済への国家介入，

社会主義教育を方針とする，6ヶ年計画」が決定されるのである。この，6ヶ

年計画」を携えて登場したカルデナス政権 (1934-1940年〉は，一万で全国農

民連合 (CNC)およびメキ y コ労働総同盟 (CTM)の組織を支援し，他方では

1936午に収用法を成立させ，全て())，公益事業Jを収用しうる権限を国家に与

えたのである。

そしてかかる趨勢の巾で，石油労働者の運動は一等急旋回をとげていった。

それまで企業別に組織されていた石油労働者は， 19:15年にメキシコ共和国石油

労働者連盟 (STPRM) に合流じ，労働法の実施を図るべ〈統一労働協約締結

を石油会社に提起していったのである。この協約は，賃上げ 8時間労働，有

給休暇の実施を含む25項目からなるものだが，賃上げをめぞって双方とも譲ら

ず交渉は決裂してしまった。結局1 事態は労連によるぜネスト，連邦調停委へ

の提訴，そして石油会社による最高裁への上告にまで進展する。ところが，賃

上げと労働条件の改善を命じた最高裁の判決を石油会社が無視するに及んで，

1938年 3月カルテ岱ナスはついに収用令を発したのである。収用後6月には，石

油産業の中核として PEMEXが設立され，1940年には PEMEXが石油業全般

の機能を統括するに至った。

国有化後の過渡期にあって，操業の中核的役割を担ったのは技術者であった。

技術者不足は極めて深刻であったとはいえ， 急場を凌ぐことができたのは，

国有化以前からメキシコ人技術者を養成する措置がとられていたからである。

1933年の移民規制は，技術者の移民を抑制し，石油会社に対してはメキシコ人

技術者の養成を義務づけていた。また同年末に国内への右油確保と市場統制の

ため設立された，半官半民の Petromexもメキ V つ人技術要員の育成に努めた

のであったυ さらに，国有化すると間もなく，カノレデナス政権は国民草命党を
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解散し，新たに労働者・農民・軍人・一般の 4セクターからなるメキシコ革命

党 (PRM)を結成して，自らの権力基盤を固めることも忘れなかった。

従って，固有化直後のメキシコ石油業が直面した最大の困難は，国際石油資

本による報復措置であった。石油資本は一方で同際市場でのメキシコ石油締め

出しを図り，他方では石油業用機械や資材の供給にも圧力をかけていった。さ

らに，米政府国務省もメキシコ銀買い上げを停止して石拙資本に同調したので

ある。

この石油資本によるボイコットに対し，メキシコは止むを得ず枢軸国への石

油輸出を開始していくのである。 1938年から大戦勃発までの間，メキシコ石油

輸附のうち対独輪開は実に48%であったペ他方メキシコは，掘削機等の機械

および各種工業製品をドイツから輸入した。またレーヨン糸の輸入とひきかえ

にイタリアへの石油輸出も拡大していく。石油の対伊輸出は. 1938-1939年に

25万9.107パレんから331方鳥羽7バレルへの急増を見た目。 ところが欧州大戦の

勃発による独・伊市場の喪失は，当然のことながら対日貿易の方向を決定づけ，

メキ νコは対日石油輸出拡大を急いだ。

しかし，かかる事態の進行はアメリカ政府にとり無視しえぬことであった。

枢軸国との貿易拡大と歩調を合せて，メキシコ園内にじ/ナルキスモ (Sinarqu-

ismo)等のファシズムの諸潮流も頭をもたげつつあったからであるべかっ，

欧州大戦の拡大により戦局は急を告げ，アメリカは連合軍事の兵姑として，メ

キシコの戦略物資の確保と汎米プロックの強化を急がなげればならなかった。

かくて1941牛 7月，米墨両政府の妥協により経済協定が締結され， メキシコの

主要鉱山物は米州外への輸出を禁止されることとなった。また同時に， これに

よって日墨開通商も全く停止しまった。そしてついに，日米開戦を目前にした

同年11月，両閏は懸案事項を一挙に解決するべ<.米墨一般協定を締結するに

6) L. Meyer， Mexico and the V加由dStates師 theoil CQ叫 mυ町甲.1917-1942， 1977.明
p.2世

7) R. Merrill， 0立 and品eM訟'XicanRevolution， 1972， p. 25丘
8) シナルキスモ運動は.大戦勃発時2公称 100万人目勢力に達したということである。これにつ
いては次を審照。H.F. Cline， The UniJ:ed晶 atesand Mexico， ] 9s::l， p 29:=1 
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至ったのである。この一般協定のうち最重要項目は，収用石油資産の補償に関

するものであった。両国は収用資産の評価と支払い条件を決定する合同委員会

を設け，資産評価に関Lては地下の石油資産を対象から除外することで合意が

成った的。かくて翌1942年 4月，両国に補償協定が成立し，メキシコ国有石油

業は国際的承認の第一歩を踏んだのである'"。

III 国家資本主義的発展と固有化

これまで見てきたのは，政治的側面を中心とする石油業固有化の具体的展開

過程である。今度は，メキシコ資本主義発展の性格，および石油業固有化の必

然性を考察することにしたい。まず，当該時期に台けるメキシコ資本主義の特

徴を見るととから始めよう。

1930年代半ば以降のメキシコ資本主義は，国家資本主義的発展と特徴づける

ことができる。ここで国家資本主義と言うのは，単に国家の経済への介入ある

いは再生産過程の一部を国家が直接担うことをきしてではない。それは，低開

発国が国民経済の形成を志向し，戦略的基幹部門を国家が直接掌握して，プノレ

ジョア的発展を主導していく諸関係のことである。このように限定した意味で

の国家資本主義的発展は，メキ γ コ革命によってその萌芽が現れ，カルデナス

政権期の1930年代半ば以降本格化してい〈ことになる。当然のことながら，外

国資本の届有化を起点に展開していくメキ V コの国家資本主義は，カルデナス

政権期には著しく反帝的性格と自立的志向を強めていった。しか Lその後は，

特にアレマン政権期 (1946-1952年〕になると，かなり従属的性格を濃厚にし

亡いくのである。

この国家資本主義的発展を志向するカノレデナス政権を規定した歴史的状況は，

次のとうりである。それは前述した如く，メキシヨの原料輸出経済が世界恐慌

の置撃を受け，その脆弱性を露呈するとともに，これが体制的危機に転化した

町補償問題の法律的側面については次を参照されたいm 者百茂「外人資産の収用と国際法J，W法
学論叢ム第51巻3号， 19田年。

1め なお，イギリスとの聞で補慣協定が成立するのは.戦後の1947年 9月であった.
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ということである。従って民族資本をはじめ諸資本にとっては，蓄積基盤とす

るに足る国民経界の建設と蓄積への直接的刺激が不可欠であった。この課題に

対しカルデナス政権は，一方でケインス、主義的な公共支出政策によって対処し，

他方で外国資本が支配していた鉄道・電力・石油部門の固有化を断行し，資本

主義的工莱化のけん引力をこれに求めたのである。ぞして労働者と農民に対す

るポナパノレテイズム的調停は，かかる政策にぴたりと照応していたと言えるω。

ともあれ，かかる国家資本主義による経済発展戦略がカノレデナス政権によって

開始され，後の政権に継承されていくのである。そして固有石油業ζそは， こ

の戦略のまさしく中核として位置づけられた訳である。

では，何故に石油産業は同家に土って直接掌握され，担われなければならな

いのか。この点の理解については，石油産業それ自体の特殊性を昆なければな

らない。

そもそも社会的総生産の立場から見れば，石油部門は一方で生産手段生産部

門であり，他方では消費手段生産部門である。しかしいずれの面においても，

社会的には 般的性格をもっている。それはあたかも用水の如くである。従っ

てその一般的性格により，石油部門は大規模な固定資本投資を必要とし，しか

も懐妊期聞が長期に渡るため資本の循環もきわめて遅いのである。また第2に，

石油産業は，採油・精製・流通・販売といった各部門を垂直的に統合した産業

である。もとより探査・試掘など原油生産部門はきわめて多大なリスクを伴う。

このリスクを資本としてカパ しようとすれば，他部門との調整によって他な

く，この点に垂直的統合化の大きな根拠がある。この垂直統合的性格ふ資本

規模を巨大にする要因となる。第3には，産業の大規模性により，石油産業に

は絶えず社会的空費が伴うということである。

これら石油産業の特殊性はすべて資本投下を巨大にする，と同時に平均利潤

の実現を困難とする要因である。ここに，石油産業が国家によって直接担われ

11) 0 イアンニに従って， カノレデナス政権をボピュリスト型権威的国家と呼んでおし Vease， 
O. Ianni， El Estado Ca戸臼lista向 laetoca de Card知 as，1977， p. 142 
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うる一つの必然性がある， と言わなければならない。つまりもともと現代の石

油産業は，独占資本および支配と強制の関係を前提として初めて，十分な蓄積

基盤たりうるのである。これを裏返して言えば，石油業国有化は，平均利潤の

実現困難なこの部門で国家資本が利潤原則を放棄し， もって他部門の私的資本

による平均利潤獲得と資本蓄積を保証する ιと，乙れに他ならない。

以上は資本規模と利潤白面から見る国有化の必然性であるが，さらに決定的

な要因は，本節の最初に見た，国家資本主義的発展による国民経済の建設とい

う戦略的な要因である。そしてこのことは，石油産業の一般的性格という点に

大き〈闘っている。

そもそも固有化以前のメキシコ石泊産業は，米・英蘭系石油資本の支配下に

あって輸出向けに組織され，一つの「飛び地」を形成していた。従って，精製

施設はほとんど湾岸部に集中し，輸送 γステムも輸出向けであった。メキシ/コ

園内の石油消費がかなりの程度に達した1936，37年頃でも，原油生産のラち約

60%は輸出され，その価額は輸出全体の約20%を占めたのである'"石油は一

方で生産過程に入り，他方で消費過程に入る訳で，石油産業は社会的総生産の

両部門に位置し，かっ一般的性格を有することは先にも述べた。よって，かか

る一般的性格を有する石油産業が外国資本の支配下にあることが，一国の経済

全体を極めて偏侍的なものとし，経済の独立性を著しく侵害する結果となるこ

とは，見易い道理である。工業化を基軸とした国民経済の建設を志向するカル

デナス政権が，外国石泊資本の収用を断行し，国有石油業を困家資木主義的発

展の官制高地に位置付けたのは，言わば当然のなりゆきであった。もとより，

国家はかかる一般的性格の経済活動を，直接掌握し管理することによって，プ

ノレジョア社会の総括者として，いっそう強大な力能をもって君臨するのだから

である。

12) Powell， o.ρ at.. p. 172. 
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IV 固有石油産業と資本蓄積

石油業の固有化は，メキ Y コ民族の総力を結集して断行された。だが，固有

石油業がよって立つ生産様式が，これによって変化をした訳ではなし、。また権

力の性格が変った訳でもなし、。白らがよって立つ基盤が，資本主義的生産様式

である限り，国有石油業は国家資本として組織される以外にない。そして国家

資本は， 自らの基盤を拡大・深化させこそすれ，決して縮小させることはない

のである。このことが，固有石油業を資本蓄積=拡大再生産との関連で見なけ

ればならない理由である。

まず最初に，一般的生産手段あるいは摩業基盤に対する固有石油業の寄与は，

如何なるものだったかを見ょう O この点に関L.最も重要なのは道路建設と電

力である。

石油業国有化後，道路建設は飛躍的な勢いで伸びていった。維持費も含めた

道路関連投資は， 1934-1943年に年間 2，000万ベツから l億九400万ベソへと増

大し， 1941-1945年の問，年平均 400マイルの幹線道路が建設さわしていったの

である'"'。そして， 収用前の石油会社によるアスフアルト販売量が， 1934 

1936年には年平均1，500万キログラムであったのが， 1938-1945年には， PEMEX

によって年平均7，3日O万キログラムが販売されるに至ったのである μ〉。また当

然のことながら 道路網の拡張はモータリゼーショ Y を推進してい〈。登録

車数は， 1937-1946年に12方3，00日台から20万9，000台に増え， 同期間ガソリン

販売量も 50万5，0∞立点メートノレから128万6，000立方メートルに増大したのであ

る，O)。

さて道路というのは，概念的には一面で消費手段であるが，他面で生産手段

である。生産過程としては，運輸業は商業と全く別な産業部門である。ゆえに，

道路に含まれる価値は商品に移転し，商品価値を高めることになる。だが，個

別資本は道路そのものに対し自ら資本投下する訳ではない。まさに成果だけを

13)， 14)， 15) Ibid.， p. 177 
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わがものとし，このことによって個別資本は超過利潤を獲得していくのである。

さらに道路建設は，それまで孤立していたような諸地域を，国民経済と圏内市

場に統合し再編してしぺ。市場への統合は，地域の商品経済と社会的分業の拡

大を促進し，その結果農民層は分解を早め，このことは資本=賃労働関係の裾

野を拡げざるを得ないのである。もっともこの過程は，地域での大土地所有に

もとづく寡頭支配層と国家とり新たな結びつき，および先住の住民からの土地

帯j奪を伴いながら進行したであろうことは，容易に推測しうる。

次に，電力に関して簡単に見てみよう。工業化の進展に歩調を合せて，電力

供給も著しい増大を示している。発電量は， 1935年の20億6，400万キロワヅトア

ワーズから， 1948年にはほぼ倍の 39億7，000キロワットアワーズヘ左増大する

に至勺 t~15)。干して大戦終了時には，電力全体に占める工業用消費は60%に及

んだとの指摘もある'"ところで，この電力に関し石油業固有化以降の著しい

変化は，水力発電に対する熱電力の比が増大していることである。つまり，熱

電力は1935-1938年には全体の 5分の 1に過ぎなかったが， 1946年には 3分の

1以上となっている'"。これは，水力発電に比して熱発電のコストが格段に低

いことを意味している。そして，低価格での電力の供給は，利潤率全体を引き

あげることになるのである。

言うまでもなく，かかる産業基盤の拡大と整備を条件としながら，メキシコ

の資本主義的工業化が進展していったのである。それを代表的危部門によって

示せば以下の如くである。

消費手段生産部門の代表的な産業である綿工業は， 1939-1946年に655百の生

産増を見た'"。また生産手段生産部門の中核たる鉄鋼業も，モンテレイを中心

として急速に発展していった。 1941年に16万5，000トY の生産量が， 1945年には

少くとも30万トンとなり'"さらに1960年になると実に 155万6，000トン者記録

16) Ibid.， p. 176 
17) M. Tanzer， The Po/:itical Eco回 myザ Int，町四帥nalOil and the U.万占rd，町 eloped

αuntァies，1969， p. 299. 
18) Powell， opロft.，p. 176 
19) S. A. Musk. 晶dustrialRf':'[!OZ1.ltwn明 Me:dcn，1954， p. 124. 
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するに至ったのである2日。この鉄鋼業の場合， PEMEXによる，直接的な市場

提供という要因も看過できない。というのも PEMEXは， 1948年頃より資材

や備品の園内調達を進め， 1953ー 1962年には石油部門による鉄鋼消費が，全鉄

鋼生産の20%に及んだとも言われているからである山。さらにセメント業にお

いても， 1939年の41万トンから1946年には 170万トンに凶，そして1960年には

308万6，000トンへの生産増を見ている'"。その他工業発展はあらゆる部門に亘

っており，かくて1950年代にはついに，メキシコ資本主義を独占段階に導くま

でに至ノたのである。

第2表産業別労働力構成 〈単位 1凹 O人カツコ内%)

1930年 1940竿 1950年 19印年 19日年

総人口 16，553 19，654' 25，791 34，923 

労働力人口 5，358 (100) 6，055 (100) 8，272 (100) 11，332 (100) (1日日)

農林牧畜水産 3，626 (67.7) 3，831 (63.3) 4，824 (58.3) 6，144 (54.2) 

鉱業 51 ( 1.0) 107 ( 1.8) 97 ( 1.2) 142 ( 1.3) ( 1.3) 

製造業 614 (11.5) 640 (10.6) 972 (11.7) 1，556 (13.7) (15.2) 

建設 61 ( 1.1) 106 ( 1.7) 225 ( 2.7) 408 ( 3.6) ( 4.3) 

電力・ガプ、等 17 ( 0.3) 56 ( 0.9) 25 ( 0.3) 41 く0.4) ( 0.4) 

商 業 274 ( 5.1) 552 ( 9.1) 684 ( 8.3) 1，075 ( 9.5) (10.3) 

運輸 107 ( 2.0) 149 ( 2.5) 211 ( 2.6) 357 ( 3.1) ( 3.6) 

サピス 399 ( 7.9) 450 ( 7.4) 879 (10.6) 1，527 (13.5) (13.8) 

その他 209 ( 3.9) 16 ( 2.7) 355 ( 4.3) 82 ( 0 η 

〔出所'] Nacional Fi回目胞団，La ιonomia出 ex鉱山田創出Jシa.s， 1006 

なお本表は，阿部広拍編『メキシヨ 世評と投資環境J，1!::l6~j:竿，第125.表を転載。

ところで，資本主義的工業化の進展とは資本蓄積の進展である。資本蓄積は

剰余価値の資本への転化に他ならず， これは即ち資本の拡大再生産，資本=賃

労働関係の拡大を志味ずる。よって資本主義的工業化の進展により労働者階級

は増大し，産業別の労働力構成も変化していくこととなる。それを示せば第2

表の如くである。そしてこの資本主義的工業化について重要なことは，その過

20) Ibid.. p. 140. 21) Vernon. 0ρ cit.，弘田

22) Tanzer， 0_ゑ cit.，p. 301. 23) Mosk， 0，ρ cit.， p. 157 
24) Vernon， o.ム cit.，p. 91 
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第3表 アメリカ合衆国の対メキシヨ直接投資 〈単位百万ドル〕

鉱 業 230 213 108 121 

公益事業・運輸業 164 148 106 107 

製 造 業 6 8 22 133 

商業・金融業 9 11 23 32 

農 業 59 17 14 3 

石 油 業 2口6 69 5 13 

そ 。 他 8 13 9 6 

合 計 683 479 287 415 

〔出所JOctavio 1;四 ni，El Estado capitalista en la e.知山申 Carden回， 1977， 
Cuadro 10 

程がとりもなおきず}資本による労働者階級の実質的包撰の深化左同義だP言

うととである。

ここで，本筋からは少々ずれることになるが，この資本主義的工業化との関

連で， もう一つ重要な点を指摘しておきたい。それは第3表に示される如<. 

カルデナス政権の改草を契機とした工業化の進展に伴って，合衆国の対メキ γ

コ投資に明らかな変化が見てとれることである。つまり，投資分野が鉱業およ

び石油業に集中していたのが，製造業へと大きく転換していったことである。

換言すれば，それはメキシコの従属形態の変化であり，また帝国主義にとって

は，支配形態の再編を迫られたことを意味するであろう。

さて問題は，かかる工業化による資本蓄積と固有石油業との，より直接的な

関わりである。それは端的に言えば，石油製品の低価格販売と税・ロイヤノレテ

ィ等の対政府支払いに求めることができょう。

実際石油製品は，国有化後きわめて低価格に抑えられていた。固有化後の最

初の10年間 (1938-1947年〉を見ると，卸売物価は 184%の上昇であった2530

これに対し石油各製品の上昇は，燃料油 135%. アスフアルト 51%，ガソリン

54%. 潤滑油64%にすぎず，灯油にいたっては1~%低下しているのであるお〉OJ

25)， 26) Powel1. ot. cit_. p. 176 
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第4表 PEMEXの操業支出 〔単位百万ベソ〉

年
I :t&~ I詩 税|資相|世主|仇| 補 助 金l言十

その他ティー

1938 67 42 19 14 142 

1939 94 65 24 50 233 

1940 95 89 32 110 327 

1941 92 79 45 102 11 329 

1942 100 79 31 90 11 310 

1943 104 97 42 95 11 348 

1944 142 96 57 99 11 404 

1945 180 115 58 60 11 424 

1946 226 143 73 100 11 11 563 

1947 241 189 124 110 11 19 694 

1948 225 240 164 245 11 28 944 

1949 297 239 209 283 14 68 1，109 

1950 371 305 312 341 15 89 1，433 

1951 426 324 484 295 17 1口3 1.649 

1952 471 339 353 369 18 114 1，664 

1953 512 353 360 383 24 1口2 1，735 

1954 656 415 6日3 635 38 227 2，653 

1955 800 489 976 693 47 403 3，408 

1956 889 533 1，225 688 49 390 3，775 

1957 1，018 589 1.471 813 59 538 4，487 

1958 1，134 559 1，200 900 66 687 4，547 

計 I 8，169 I 5，378 I 436 

〔出所JA. J. Berumude同 TheMexican Nat四 udPetγoleum ln血 stry，1963， p. 251. Table 
IX-2 

また第5表を見ると， PEMEXの支出項目に補助金というのがある。これは，

国鉄・バλ ・タグシ 会社その他の公共機関，あるいは低開発地域の消費者に

対する，石油の害時間販売を補填するためのもりである。この補助金には，輸

入石油の割引き販売にあてられた部分がかなりの額を占め， 1957午には71%で

あった加。そしてこうした石油製品の低価格販売は，他部門の利潤率全休をひ

27) A. J. Bermudes. The Mexican National Petrole師 dn品。try.1963， D. 168. 
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き上げ，資本蓄積を促進させるのである。また逆にそれは，石油部門を担う国

家資本にとっては， flJ潤原理の放棄を意味したのである。

次に政府に対する支払いについてだが，それは，ガソリン消費税をはじめと

する諸税，政府出資金に対する利子，石油・ガス生産のロイヤノレティーおよび

収用資産に対する補償費 (1956年時点で支払い完了。〉から成っている。乙の対

政府支払い金は， PEMEXによる支出項目り中立もきわめて大きな割合主占

めている。それは， 賃金支払い部分と比べてみればいっそう明らかである。

1938 -1946年。支払い賃金に対する，税ー利子およびロイヤルティ の合計は，

約80%となる。また1947-1958午を計算してみると約70%であり，政府支払い

金に補助金を加えれば，賃金支払い額を約10%も超えるととになる。そして，

これら巨額の対政府支払い金は，政府による公共支出の兎本を構成していった

のである。

ところで，かかる石油製品の低価格販売，補助金そして国庫への支払いを一

言で表現すれば，石油部門から他部門への価値移転である。だが，移転する価

値の基本的源泉は一体どこにあるのか。

それは，他なら阻国有石油産業自体において生みだきれる剰余価値に相違な

い。先述した如く，自らがよって立つ基盤が資本主義的生産様式である限り，

国有部門は国家資本としてのみ組織される。従って当然ながら，国家資本が前

提するものは賃労働であるし，国家資本の会承としての本質的契機は，剰余労

働に対する指揮権にあると言わなければならない。ただ，国家資本は私的資本

と違い，総資本の代理人としての官僚が資本家の機能を担う。また国家資本が

生産する商品は，多〈の場合，価値どうり実現されることはない。剰余価値の

大部分は国家資本によって実現きれずに，他の部門あるいは私的資本に移転し，

そζt蓄積される。石油製品の低価格販売とは，まさしくこのことである。ま

た， PEMEXによって実現された剰余価値部分と言えども， これまたその大部

分は，国家財政を媒介して他部門に移転していったのである。おおよそ， こう

したことが，国家資木には資本の魂が不在であるかの如しわれわれの円に現
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象させる要因である。

か〈て，国有石油業が国家資本であり，資本としての本質が剰余労働に対す

る指揮権にあることを理解すれば，国有化後の石油業の経嘗権を，総資本家の

代表たる国家が完全に掌握せんとする道理も自ずと理解吉れよう。国有化直後

の石油業は，いわば「二重権力」状況にあった。一方で政府が，石油行政審議

会を通じて経営全体を統括しようとすれば，他方で石油労連の各地方文部が，

白主管理委員会を創設して対立した勾〉。人戦期を通じて毘終的に達成される，

PEMEXの中央集権的な経営体制の確立は，とりも直さず，国家資本による剰

余労働に対する指揮権の確立過程に他ならないのである。

V 石油産業の近代化

大戦期に国営部門へと再編されたメキシコの石油業は，戦後，全般的な近代

化を迫られることになった。それは次の事情による。つまり，大戦期の工業化

の進展により国内石油消費が全般的な急増を見せ， しかも消費全体に占める軽

質泊の比重が増していった。だが他方では，諸設備の老朽化が著しく，生産の

停滞と製品の質的低下が目立った。また，産業それ自体の国内向け編成も未完

成であったからである。実際，固有化以降の圏内石油消費の急増は目をみはる

ものがある。 1938年には 1日あたり 62，000バレルだったが， 1946年には115，000

バレノレに，さらに1958竿になると256，000バレルに達したのである則。またちな

みに， 1938-1946年の PEMEXによる販売量のうち，燃料油とガソリンはそ

れぞれ67%と20%であり"九この間ガソリン消費は2.5倍増亡あった""

しかし第5表に明らかな如く，メキシコの原油生産は固有化以降大戦終了時

まで，固有化以前の水準を下回ョている。これは大戦によって海外市場を喪失

し，機械・備品の調達も困難であったことによっている。 Lかも固有化後1947

28) 労使抗争の具体的な展開については次官参照されたい。丸谷吉男 rPetrol曲， Me出品口白とメ

キシコ石油産業の発展J.品村清三郎編『ヲテソ・アメリカの石抽k経済J.1970年.

29) Bermudez， ot. cit.， p. 40. 30) Powell， op. ciι， p. 103 
31) Il剖， p.83.， 
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年までの聞は，新たな油層はほ

とんど発見されることもなかっ

たのである。だが，石油は純減

耗資産である。絶えず探査をし

て新たな油層を発見しなければ

ならない。また油層が発見さ

れても，単に当面の需要に見あ

う生産を維持するのみならず，

予備原油を最大限に確保するた

め，絶えず開発を継続してい

かなければならない。 PEMEX

は， 1947年以降探査を活発に行

第 5表 メキシコの原油生産(1日あたり平均〕
(単位パνル〉

193T年 128，513 1949年 166，856 

1938 105，431 1950 198，418 

1939 117，510 1951 211，803 

1940 120，341 1952 211，142 

1941 117，894 1953 198，445 

1942 95，415 1954 229，181 

1943 96，308 1955 244，919 

1944 104，364 1956 247，704 

1945 119，295 1957 241，825 

1946 134，904 1958 258，256 

1947 154，218 1959 264，090 

1948 159，889 1960 270，626 

〔出所JA J. B町 m剖f'Z，Th.e Mexican 1Vational 
Petro[，時間 lndustry， 1963， p. 22-2， Table 

IV-8 

い， 1958年までの試掘油井は 764にのぼり，うも32%が採油可能という成果を

えた'"。 その結果同期間に， 予備埋蔵原油は 14億ノ、レルから 40億バレルに増

大し33)，原油生産も年間6，300万パレんから l億 4，ω0万バレルとなったのであ

る""。しかし当然ながら，採掘を進めれば進める程，より深い油井の掘削が必

要 Eなって〈る。そして泊井の深さに応じて，より高度な技術とともに，高圧

と高温に耐えうる高性能の機械と設備を必要とするようになる訳である。

ただ，今一つ石油生産との関連で意義あることは，戦後 PEMEXが天然ガ

スの生産を本格的に開始したことである。以前は空中燃焼させていたのである

が，圏内エネルギー需要が急増したため，戦後にはそれが国内で利用されるよ

うになり，生産は1947年より増大していった。天然ガスが石油との関連で重要

なのは次の点である。つまり，燃料用重油などの石油が天然ガスによって代替

されていけば，その分だけ重質油をクラッキン グにまわすことができ，精油生

産を増やすことができることである。

32) Berrn色dez，ot. cit.， p. 45 
担 ) 1るid.，p. 217 

33) lb喰王， p. 44 
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さて，国内石油消費の増大に伴って問題が深刻化していったのは，精製と輸

送の面でも同じであった。国内消費では，メキシコ中部と北部が圧倒的部分を

占めるにもかかわらず，精製プラントはほとんど湾岸部に集中しており，消費

地と精製地の対応関係が著しく不均衡であった。従って一方では，大量消費地

域D近くに精製プ7ントを設け，同時に原油生産地と精製地と乞原油パイプラ

インで結合する必要があった。また他方では，既存の精製プラントを近代的設

備によって拡張L.かっ精油パイプラインによって消費地に結合させることも

必要であった。

固有化時点ですでにp メキシコ中央部の石油消費は圧倒的であった。 PEMEX

による園内販売を価額でみると， メキシコシティーに対する販売は. 1940年

で全体の25%， 1947年では 28%を占めたのである8へそれにもかかわらず，

シティ近郊に小規模で老朽化した精製プラントが一基あるだけだった。だが，

PEMEXにとり幸運であったのは，大戦期にアツカポツァルコに新プラ γ トを

建設するため，米輸出入銀行から1，000万ドノレの信用供与を得たことである制。

米政府は， これを軍事戦略の一環と位置付けた訳だが， 1944年に建設を開始し

た同プヲントが完成したのは1946年であった。同プラントは首都の石油需要に

対応するとともに，航空機用高オグタ γ ガソリンをメキシコで初めて生産した。

また1951年には，内陸部のザラマンカで，当時ラテン・アメリカで最も近代的

なプラントが操業を開始している。さらに湾岸精製地りプラント改築と近代化

も進み， 1958年に PEMEXは全部で 8基のプラントを所有するに至り， うb

5基は全〈新たに建設されたものであった8円。

また，輸送問題も深刻であった。つまり， 1937-1946年に延長された鉄道は

1%に満たなかったのに，輸送貨物量はこの間50%以上増大し，石油輸送を著

Lく圧迫していったのである田弘というのは，固有化に上旬 PEMEXは 6系

統のパイプラインを所有するに至ったものの 1系統を除いて全く輸出向けに

35) Powell， ot. cit.， p. 104 36) Ibid.， p. 76 . 
37) Berr凶占出，吋ラー cIt.， p. 66 .38) Powell， ot. ct.， p. 87 
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編成されており，国内向け石油輸送の大部分は，当面鉄道に依存せざるを得な

かったからである。この問題を PEMEXは，基本的にパイプラインシステム

の拡充によって解決しようとした。なぜなら，パイプラインによる輸送経費は

鉄道輸送の場合に比べて，約4分の 1程度ですむかbであった開〉。

とιろc， ζ れら産業全体の近代化は全 C巨額の資本投下を必要とする訳で，

PEMEXは常に資金不足に悩まなければならなかった。しかも単に一時的な資

金不足ならず，第6表からも明らかな如く，固有化以来 PEMEXV収支は常

に赤字を計上し，負債が絶えず累積していったのである。これは具体的には，

低価格政策の下で，税・補助金等の財政的負担を諜せられてきたためである。

また換言すれば， PEMEXが一つの経営体であるにもかかわらず，経営原則の

放棄を強いられたことの当然の結果であった。しかし， PEMEXがメキシコの

資本蓄積に寄与せんとすれば，資本蓄積が低位である聞は，低価格政策の放棄

による採算制の導入は避けなければならなかった。従って，当面は低価格政策

を維持したまま，資金不足に対処する他なかったのである。

まず，園内資金調達の方法は，興銀である NAFINあるいは中央銀行を介し

て社債を発行する方法であった。しかし， ζ うした園内での資金調達はいたっ

て限らわしたものであり，従って PEMEXは，海外特に合衆国からの資金融資

にほとんど依存せざるを得なくなっていったのである。そしてこの点では，

米・英との補償協定の締結および補償費支払い遂行が，海外からの信用供与開

始への大きな契機となったことは疑いえない。かくて1950年には， トノレーマン

米政権が 1億5，000万ドルの輸出入銀行融資に踏み切り叫う他方， PEMEXに対

して信用供与を行った民間米銀行も， 1958年までに 7行に及んだのである'"。

だがしかし，低価格政策を維持しながら，海外からの資金調達を継続してい

く措置も限界に達した。先の第6表から明らかな如く， PEMEXの収支赤字

は， 1954年以降さらに深刻となったからである。これは，同年の大幅なベソ切

39) Ibid.， p. 94. 40) Bermudez-， o.ρ cit.， p. 181 
41) lbid.. p.l82 
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第 6表 PEMEX0)総受取高と支出 〈単位 100方ベソ)

lziiil操業J悶下イ支tllitl't(c)I 差 額
年

ωー但) ω(0) 

1938 155 142 8 150 13 5 

1939 234 233 27 260 1 26 

1940 278 327 79 406 - 49 - 128 

1941 298 329 20 349 31 51 

1942 293 310 20 330 - 17 37 

1943 338 348 23 371 - 10 33 

1944 377 404 49 453 27 76 

1945 456 424 117 541 32 85 

1946 581 563 112 675 18 94 

1947 778 694 88 782 84 4 

1948 970 944 173 1，117 26 147 

1949 1，244 1，109 231 1，340 135 96 

1950 1，631 1，433 358 1，791 198 - 160 

1951 1，830 1，649 355 2，004 181 174 

1952 1，901 1，664 373 2，037 237 136 

1953 1，966 1，735 484 2，219 231 - 253 

1954 2，521 2，6ち3 858 3，511 132 - 990 

1955 3，195 3，408 989 4，397 -213 -1，202 

1956 3，648 3，775 902 4，677 -127 -1，029 

1957 3，922 4，487 1，328 5，815 565 1，893 

1958 4，120 4，547 1，501 6，048 427 -1，928 

言十 30，736 I ，31，178 I 442 8，537 

[出所') A.]. Bermudez， The M口 icanNational Petroleum Industtでy，1963， p_251， Table 
IX-l 

り下げにより，海外からの購入資材が高騰したことに最大の要因があった， と

思われる。かくてついに， 1950年代末になると PEMEX は，この低価格政策

の転換を迫られ，実際1958年11月に，価格改定が断行されるのである。

ところで，この価格改定に関して重要なことは，それを単に PEMEX の資

金問題に掻小化しではならない， ということである。 1950年代には，メキシヨ

資本主義が独占段階へと移行したことについては，先にも述べた。従ってこの
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石油価格の改定は，メキシコ資本主義の蓄積状況を反映したものと考えなけれ

ばならない。つまり，石油固有化時と1950年代末とでは，資本の蓄積規模も蓄

積様式も根本的に変化しているのである。なるほど，価格改定は経済全般に対

して影響を与える。しかしそれは独占資本本位である。なぜなら，独占資本に

とって，低価格政策はかえって石油の浪費を招きがちであり，そのことは資本

の腐朽性を強めることになろう。さらに，こり価格改定に十全に対応しうるの

は独占資本 Eあり，それは資本集中を促進し，独占資本の強化を結果したであ

ろうからである。かくてここに至って，メキシコの固有石油産業は一つの転換

期にさしかかった，と言えるのである。

最後に，一つの興味ある事実を指摘して， との節を締めくくろうと思う。そ

の事実とは， 1957年に世界銀行がメキシコの公共投資計画の分析を行っている

ことである。そして，その分析をもとに世銀は，石油業に関して， I国内価格

の引き上げこそが，根本的解決である。J，と結論を下しているのである叫。も

っとも， このことをもって早計にも， PEMEXがアメリカの新植民地主義的

戦略に組み込まれた， と言うつもりはない。だが，アメリカによる対メキ rコ

あるいは対途上国政策との関連で，一つの意義深い事実であることは確かであ

る。

VI 結びにかえて

ここで本稿の考察を通して，メキシコの国有石油産業史を簡単にまとめて言

うならば，次のように言えるであろう。つまり，固有化より大戦終 f時までを

再編期，それか(:，1950年代末までを発展期，そして1950年代末を転換期と。し

かし重要なことは，よれがメキンコ資本主義の蓄積規模と蓄積様式によって規

定されている，ということである。

石油産業の国有化は，メキ γ コ民族にと〉て一つの歴史選択であった。これ

は，カルデナス政権によって断行された農地改草とともに，メキシコの階級闘

42) lbid.， p. 185 
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争の水準を示している。

だが，ひとたび固有化が達成きれ，固有石油業がメキシコ資本主義の再生産

過程に組み込まれたならば，単にナジ/ョナリズム一般という視点にとどまって

これを考察することは適当ではない。一貫して資本蓄積の観点に立って考察す

ること，これを欠落させてはL、かなる考察も片手落ちとなるであろう。そして，

ζ り観点に立つ時はじめて，石油産業を担う国家資本の資本としての性権，お

よび私的資本とは異なる独自の機能と矛盾も明らかになるりである。本稿は，

こうした課題に迫ろうとしたものであるo そして本稿での考察によって，今日

発展途上国に広〈見られる困家資本主義を観る際に，一つの示唆が得られるも

のと期待している。

(1981年6月9日脱稿]


